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大好物は、大根の煮物と

こうや豆腐。しっかり食べ

てすくすくと、心も身体も

丈夫な人に育ってね。

父　順造・母　章江さん

村上
むらかみ

友奏
ゆかな

ちゃん
1歳５カ月（つつじが丘）

松田
まつだ

和樹
かずき

くん
1歳4カ月（下阿古谷）

これからもお兄ちゃん

に鍛えられて、たくまし

く、スクスク、元気に大

きくなってね。

父　隆司・母 名津子さん

こ
れ
ま
で
、
障
害
を
持
つ
人
の

福
祉
事
業
と
し
て
は
、
町
と
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
相
互
協
力
体
制

の
中
で
、
在
宅
障
害
者
の
地
域
参

加
や
障
害
者
自
身
の
生
活
拠
点
確

立
の
場
と
し
て
、
在
宅
支
援
事
業

「
希
望
の
家
す
ば
る
」
の
運
営
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
機

能
訓
練
や
創
作
的
活
動
な
ど
多
機

能
に
使
え
る
施
設
や
、
さ
ら
に
指

導
員
に
よ
る
介
助
の
拡
充
な
ど
、

安
定
的
で
継
続
運
営
が
で
き
る
施

設
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
そ
う
い
っ
た
要
望

に
応
え
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
給
食

サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
行
う
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
、
通
所
者
に
必
要
な
生
活
訓
練

を
行
い
、
職
業
を
提
供
し
て
自
立

を
図
る
小
規
模
通
所
授
産
施
設
を

併
設
し
た
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
施
設
は
、
在
宅
障
害
者
や

そ
の
家
族
の
福
祉
の
向
上
を
図
る

た
め
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

と
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
日
常

生
活
訓
練
や
、
軽
作
業
な
ど
を
継

続
的
に
行
い
、
自
立
を
図
る
こ
と

や
社
会
参
加
を
促
す
た
め
の
小
規

模
通
所
授
産
施
設
の
機
能
を
有
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
運
営
は
町
が
施
設
整
備

を
行
い
、
管
理
や
事
業
の
一
部
を

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ゆ
う
あ
い
セ
ン

タ
ー
）
の
施
設
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
障
害
者
だ
け
の
施
設
で
は
な

く
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
一

緒
に
施
設
利
用
を
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で

は
、
希
望
に
応
じ
、
自
宅
か
ら
施

設
ま
で
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。
施
設
で
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

機
能
訓
練
、
生
活
相
談
・
指
導
、

送
迎
サ
ー
ビ
ス
、
創
作
活
動
、
自

立
生
活
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
介
護
方
法
の
相
談
、
給
食
サ

ー
ビ
ス
と
入
浴
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

10
事
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

申
込
資
格

①
平
成
15
年
11
月
16
日
以
前
か

ら
町
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

②
現
在
同
居
（
予
定
含
む
）
の

親
族
の
あ
る
人
で
夫
婦
ま
た
は
親

子
を
主
と
し
、
２
人
以
上
同
居

で
き
る
人

③
政
令
月
収
額
が
、
20
万
円

（
入
居
者
も
し
く
は
同
居
者
が
身

体
障
害
者
で
あ
る
場
合
は
、
26

万
８
千
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

（
他
に
一
定
の
要
件
有
り
）

募
集
住
宅
の
概
要

▽
室
構
成
お
よ
び
家
賃

政
令

月
収
額
に
よ
り
算
出
（
下
表
の

と
お
り
）

▽
所
在
地

若　
葉　
１　
丁　
目　
50
・　
１　

（　
鉄　
筋　
コ　
ン　
ク　
リ　
ー　
ト　
造　
３　
階　
建　
）　

▽
入
居
日

入
居
許
可
日
か
ら

10
日
以
内
（
４
月
初
旬
の
予
定
）

申
込
み
の
受
付

▽
受
付
期
間
　
２
月
17
日
〜
同

26
日都

市
整
備
課
、
日
生
・
六
瀬

住
民
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
申

込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
同
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
整
備
課

（
�
７
６
６
・
８
７
０
４
）
へ
。

昨
年
９
月
か
ら
障
害
者
の
自
立
と
参
画
へ
の
支
援
や
家
族
へ

の
支
援
を
実
践
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
ゆ
う
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
整
備
を
進
め
て
い
る
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
鉄
骨
平
屋
建
、
延
べ
床
面
積
７
６
３
・
４
㎡
）
が
、
３
月

に
完
成
し
、
４
月
か
ら
利
用
可
能
に
な
り
ま
す
。

小
規
模
通
所
授
産
事
業
で
は
、

個
別
支
援
計
画
の
作
成
、
自
立
生

活
教
室
、
作
業
活
動
、
文
化
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
生
活
相
談
、

送
迎
サ
ー
ビ
ス
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
、

介
助
サ
ー
ビ
ス
と
健
康
診
断
の
９

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

小
規
模
通
所
授
産
事
業
の
対
象

者
は
、
町
内
に
在
住
さ
れ
る
18
歳

以
上
の
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
方
と
療
育
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
方
が
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
　
　
◆
　
　
◇

利
用
手
続
き
は
、
利
用
し
よ
う

と
さ
れ
る
方
が
申
込
書
に
必
要
事

項
の
記
入
と
必
要
書
類
（
健
康
診

断
書
、
健
康
調
査
票
、
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
写
し
）

を
添
付
し
て
、
健
康
福
祉
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
15
年
度
町
表
彰
式

各
分
野
で
貢
献
の
あ
っ
た
10
名
と
５
団
体
を
表
彰

町
の
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た

人
や
団
体
を
表
彰
す
る
町
表
彰
式

が
２
月
12
日
、
文
化
体
育
館
で
行

わ
れ
、
地
域
の
発
展
と
住
民
福
祉

に
貢
献
の
あ
っ
た
８
名
に
「
ツ
ツ

ジ
賞
」
、
３
団
体
に
「
松
樹
賞
」

が
、
ま
た
町
の
各
分
野
で
貢
献
の

あ
っ
た
２
名
と
２
団
体
に
「
感
謝

状
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
ツ
ツ
ジ
賞
】
▽
井
内
貞
雄
（
北

田
原
）
▽
生
駒
一
正
（
松
尾
台
）

▽
皿
井
信
江
（
川
西
市
）
▽
福
井

弘
（
猪
渕
）
▽
村
山
博
彬
（
南
田

原
）
▽
安
井
一
弘
（
清
水
）
▽
山

上
朗
（
伏
見
台
）
▽
山
口
英
昭

（
川
西
市
）

【
松
樹
賞
】
▽
猪
名
川
コ
コ
ロ
ン

ク
ラ
ブ
▽
猪
名
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
▽
猪
名
川
町
体
育
協
会

【
感
謝
状
】
▽
戸
坂
勉
（
伏
見
台
）

▽
福
井
理
一
（
上
野
）
▽
新
生
電

子
㈱
従
業
員
一
同
▽
日
生
中
央
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会

問
い
合
わ
せ
は
、
秘
書
室
（
�

７
６
６
・
８
７
１
３
）
へ
。

政令月収額の計算方法「政令月収額＝（申込家族の年間総

所得額－（同居親族控除額×人数））÷1 2カ月」（政令月収
額は、申込本人および同居親族（予定者・婚約者含む）で
収入のある人全員の総所得額の合計から、同居親族１人に
つき3 8万円、その他老人１人につき1 0万円、障害者１人に
つき2 7万円などを控除した後の金額を月額に換算します）

0～
1 2 3 , 0 0 0円

室番

25,600円　31,100円　36,800円　42,500円
３DK
67.6㎡

1 2 3 , 0 0 1～
1 5 3 , 0 0 0円

1 5 3 , 0 0 1～
1 7 8 , 0 0 0円

1 7 8 , 0 0 1～
2 0 0 , 0 0 0円

室構成
面積

対　象

政　令　月　収　入　額

一般世帯304

室 構 成 お よ び 家 賃

第四次猪名川町総合計画の後期基本計

画の策定などに係る審議会委員を新たに

募集します。なお、審議会は今回募集す

る住民の皆さんのほか、町議会議員、学

識経験者、各種団体の代表、関係行政機

関の職員で構成します。

�募集人数　若干名

�任期 平成16年３月～同17年３月

�報酬 有償

�申込方法 住所、氏名、生年月日、

性別、職業（学校名）応募の動機と「猪

名川町のまちづくり」をテーマにした2 0 0

字程度の作文を添えて、企画政策課、日

生・六瀬住民センターに書式自由で提出

（電子メールでの申込可）

�申込期限 ２月24日（火）必着

�選考方法 書類審査

問い合わせは、企画政策課（�7 6 6－

8711）へ。

総合計画審議会委員を募集

送迎サービス　 リフトバスにより車椅子利用者などの送迎を

行います。

健康チェック　 利用者の健康状態の確認や相談を行います。

機能訓練 日常生活の動作、歩行や家事訓練を行います。

生活相談・指導 日常生活での不安や心配ごとなどの相談・指

導を行います。

レクリエーショ 観桜会、運動会、クリスマスなど季節に合わ

ン せたふれあい行事を行います。

創作活動 手芸、工作、絵画、書道、陶芸や園芸などの

技術援助と作業を行います。

自立生活訓練 調理、パソコンの

操作や生活マナー

などの訓練。また　　　　

図書館への外出や

マイケアプランづ

くりを目指した学

習も行います。

介護方法の相談 更衣、排せつなど

・指導 の身体介護の相談

を行います。

給食サービス 利用者に食事の提

供を行います。

入浴サービス 利用者の介護浴を

行います。

障害者デイサービス事業の内容

▲自立生活教室でのパソコン操作の学習風景

小
規
模
通
所
授
産
事
業

▲4月のオープンに向けて、最終段階の工事が進められている障害者福祉センター

問合せ
健
康
福
祉
課

�　
７　
６　
６　
・　
０　
０　
０　
１　

小規模通所授産事業の内容

こ
の
ほ
ど
安
井
一
弘
さ
ん
（
清

水
・
47
歳
）
が
、
紺
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
安
井
さ
ん

が
町
へ
「
福
祉
の
た
め
に
」
と
寄
附

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

紺
綬
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
私
財

を
五
百
万
円
以
上
寄
附
し
功
績
顕
著

な
個
人
や
団
体
に
国
か
ら
授
与
さ
れ

る
も
の
で
す
。

安
井
一
弘
さ
ん
に

紺
綬
褒
章

障害者デイサービスセンター

（利用定員19人）

小規模通所授産施設

（利用定員19人）

月曜日から金曜日

（祝日、年末年始を除く）

９：００～１７：００

開館日時

�とき ２月 2 4日（火）

午後５時

� と こ ろ 文化体育館

（小ホール）

� 内容 広域連携項目

の進捗状況について

�定員1 0 0人（先着順）

� 構成市町 伊丹市・

宝塚市・川西市・猪

名川町

�申込・問合せ企画政

策課（�7 6 6－8 7 1 1）

平平成成1155 年年度度 第第 33回回

阪阪神神北北 部部広広域域行行 政政

推推進進協協 議議会会のの開開 催催

個別支援計画の作成 利用者一人ひとりの状態に応じた支援

計画作成を行います。

自立生活教室 調理、買物などの外出、パソコンの操

作やマイケアプランづくりを目指した

演習などを行います。

作業活動 アームバンドの作製や和紙のはがきづ

くり。また、アルミ缶の圧縮作業など

を行います。

文化・レクリエーシ 利用者が企画に加わりハイキングや絵

ョン 画教室などを行います。

生活相談 日常生活での不安や心配ごとなどの相　　

談に応じます。

送迎サービス リフトバスにより車椅子利用者などの

送迎を行います。

給食サービス 利用者に食事の提供を行います。

介助サービス 必要に応じて利用者の介助を行います。

健康診断 利用者の健康状態の確認を行います。

�
作
業
活
動
で
の
木
工
パ
ズ
ル

の
作
成
風
景

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

障害者（児）をもつ親にとって、長い間待ち続けて

きた障害者福祉センターができ、とても嬉しく思って

いますとともに、ここに至るまで多くの方のご尽力、

お力添えがあったことに大変感謝しています。

手をつなぐ育成会では、障害を持つ者（児）の学校

卒業後の進路として、新しい施設での小規模作業所

（希望の家すばる）やデイサービスなどが行えるよう

になり、本人やその家族が将来に希望が持てるように

なったことに喜んでいます。

本人や家族が、一日でも長くこの住み慣れた猪名川

町で暮らしていくためにサービスの充実として、緊急一時預かり、ホームヘル

パーの充実、ガイドヘルパーなどを障害者福祉センターの役割として担ってい

ってほしいと願っています。

この新しいセンターが、本人、支援者にとって憩いの場、安心できる居場所

となるように手をつなぐ育成会も、同センターを拠点として活動をしていきま

すので、今後とも温かいご支援をよろしくお願いします。

町手をつなぐ育成会

会長　奥西早苗さん

障害者福祉センターへの思い

障障害害者者福福祉祉セセンンタターーががままももななくく完完成成

自
立
を
図
る
こ
と
や
社
会
参
加
を
促
す

本
人
や
家
族
の
福
祉
の
向
上
を
図
る


